
改
正
法
へ
の
期
待

こ
の
た
び
、
か
ね
て
よ
り
酒
田
市
が
山
形
県
と
と
も
に
要
望
し

て
お
り
ま
し
た
「
改
正
有
人
国
境
離
島
法
」
が
第
二
二
一
回
国
会

（
特
別
国
会
）
に
お
い
て
可
決
・
成
立
し
、
本
市
の
飛
島
が
新
た

に
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
法
案

の
成
立
に
向
け
、
衆
参
国
会
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
関

係
者
の
方
々
か
ら
ご
尽
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
が
育
む
希
少
な
動
植
物　
　

飛
島
は
、
酒
田
港
沖
北
西
約
三
九
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本

海
上
に
位
置
す
る
、
周
囲
約
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
約
二
・

七
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
自
然
豊
か
な
小
さ
な
島
で
す
。
気
候

山
形
県
酒
田
市
長　

矢や

口ぐ
ち 

明あ
き

子こ
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ド・ヴィクトリア大学行政大学院修
了。2001年より東北公益文科大学
専任講師・准教授・教授などを歴任、
16年から22年まで酒田市副市長を
務め、23年9月に酒田市長に就任。

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
め
る
・

気
軽
に
行
け
る

魅
力
あ
る
島
を
目
指
し
て

は
、
比
較
的
高
緯
度
（
北
緯
約
三
九
度
）
に
あ
り
な
が
ら
、
対
馬

暖
流
の
影
響
を
受
け
、
暖
地
性
の
タ
ブ
ノ
キ
が
群
生
す
る
な
ど
年

間
を
通
し
て
比
較
的
温
暖
な
気
候
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
地
域
と
佐
渡
島
だ
け
に
産
す
る
ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
や
ト
ビ

シ
マ
ナ
シ
な
ど
、「
ト
ビ
シ
マ
」
の
名
を
冠
し
た
貴
重
種
が
自
生

し
て
い
る
ほ
か
、日
本
有
数
の
渡
り
鳥
の
中
継
地
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
約
三
〇
〇
種
類
の
野
鳥
が
確
認
さ
れ
、
春
や
秋
の
渡
り

の
シ
ー
ズ
ン
に
は
全
国
か
ら
大
勢
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
が
訪

れ
ま
す
。
海
は
温
暖
で
透
明
度
が
高
く
、
御お

積し
ゃ
く

島じ
ま

付
近
で
は
ド
チ

ザ
メ
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
亜
熱
帯
性
の
魚
も
多
く
、
舘
岩
付
近
の

海
域
に
生
息
す
る
ム
ツ
サ
ン
ゴ
、
オ
ノ
ミ
チ
キ
サ
ン
ゴ
の
群
落
は

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
飛
島
で
す
が
、
近
年

は
人
口
減
少
が
進
み
、
高
齢
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ー

ク
時
に
は
一
七
〇
〇
人
を
超
す
人
口
を
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
約
一
三
〇
人
ま
で
減
少
し
、
高
齢
化
率
も
約
八
〇
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
お
り
、
主
要
産
業
で
あ
る
漁
業
と
旅
館
・
民
宿
な
ど

の
観
光
産
業
に
お
い
て
後
継
者
不
足
に
よ
る
規
模
の
縮
小
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
熱
意
を
持
っ
た
移

住
者
が
飛
島
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
現
状

も
あ
り
ま
す
。
平
成
二
一
年
に
島
で
訪
問
介
護
事
業
所
を
開
設
し

た
ご
夫
婦
は
、
島
内
の
高
齢
者
福
祉
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
住
民

の
健
康
づ
く
り
や
産
業
振
興
、
生
活
支
援
に
取
り
組
み
、
住
民
生

活
を
支
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
五
年
に
は
四
人
の
若
い
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
、
地

域
づ
く
り
会
社
「
合
同
会
社
と
び
し
ま
」
を
設
立
し
、
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
今
で
は
メ
ン
バ
ー
も
一
四
人
に
増
え
、
島
内
で
の
飲

食
店
の
運
営
、
旅
館
の
事
業
継
承
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
運
営
、
県

や
市
な
ど
が
島
内
で
実
施
す
る
業
務
の
受
託
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
各
地
の
風
景
エ
リ
ア
内
に
看

板
を
設
置
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
誘
導
し
て
そ
の
風
景
の
物
語
を

マ
ン
ガ
や
絵
画
で
伝
え
る
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
「G

EO
CO
M
IX

（
ジ

オ
コ
ミ
ッ
ク
ス
）」
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和

七
年
四
月
か
ら
島
づ
く
り
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
着
任
し
、
飛
島
の
豊
か
な
自
然
や
景
観
を
活
か
し
て
、
人

魚
の
尾
び
れ
を
身
に
つ
け
て
泳
ぐ
「
マ
ー
メ
イ
ド
ス
イ
ム
」
の
体

験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
島
の
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
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く
り
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
主
要
産
業
で
あ
る
漁
業
に
お
い
て
は
、
持
続
可
能

な
産
業
を
目
指
し
て
養
殖
の
実
証
実
験
な
ど
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
観
光
面
に
お
い
て
の
新
た
な
話
題
と
し
て
は
、

近
年
の
ク
マ
の
出
没
増
加
に
よ
り
、
陸
上
の
長
距
離
競
技
の
練
習

場
所
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
ク
マ
の
い
な
い
飛
島
で

高
校
の
陸
上
部
の
合
宿
を
行
な
う
動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
指
定
を
追
い
風
と
し
て　

こ
の
よ
う
に
課
題
を
抱
え
て
は
い
る
も
の
の
、

熱
意
あ
る
方
々
が
飛
島
を
活
性
化
し
、
新
た
な
価

値
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
行

政
と
し
て
も
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
回
、
飛
島
が
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
、「
特
定
有
人
国
境
離
島

地
域
社
会
維
持
推
進
交
付
金
」
な
ど
の
支
援
メ
ニ

ュ
ー
を
新
た
に
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

航
路
運
賃
の
軽
減
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の
生

活
コ
ス
ト
の
負
担
緩
和
、
漁
業
や
観
光
産
業
な
ど

の
地
域
産
業
へ
の
支
援
の
拡
充
な
ど
が
期
待
で

き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
支
援
が
、
人
口
が
減
少
し

て
い
る
飛
島
に
お
け
る
移
住
・
定
住
の
促
進
や
関
係
人
口
の
創
出
、

雇
用
機
会
の
拡
充
な
ど
、
地
域
振
興
の
面
で
の
大
き
な
役
割
を
担

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
指
定
を
追
い
風
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

住
め
る
・
気
軽
に
行
け
る
魅
力
あ
る
島
と
し
て
、
住
民
の
生
活
環

境
を
守
り
、
地
域
産
業
を
活
性
化
し
、
飛
島
地
域
の
保
全
や
地
域

社
会
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■

―島からの声―
島内外を行き来する暮らしの実現に期待
　飛島には追い風が吹いている。私が移住した
2012年、過疎化が進む飛島に対し、酒田市は閉じ
ゆく島に寄り添う姿勢に見えたが、近年は、島の
活用を前向きに考える空気を感じる。酒田市総合
計画には、「特定有人国境離島地域の指定に向け
た要望活動」が施策として掲載され、このたびそ
の願いが叶ったほか、定期船の更新を見据えた議
論も進んでいる。
　島の地域づくりに取り組む「合同会社とびし
ま」では、立ち上げメンバーである4人の役員全
員が子どもを持つ立場となった。小中学校のない

（休校中の）飛島では、義務教育期間中は本土で暮
らす必要がある。島内外を行き来する生活を役員
自ら実践し、次世代に示すことが求められてお
り、2019年頃から島外の事業者や人材と連携し、
事業やグループ企業を立ち上げ、島内外を横断す
る事業運営へ移行している。
　飛島は、特定有人国境離島地域へ指定された
が、指定自体が目

ゴ ー ル
的ではない。島外からの事業投

資や二拠点居住を促し、島内外を行き来する暮ら
しを魅力的にすることが目指すべき方向である。
この追い風に乗り、多様な関係者とともに島の未
来へ歩を進めたい。

（合同会社とびしま業務執行社員　松本 友哉）
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